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ツングース諸語の受身

風間伸次郎

1．はじめに

　ツングース諸語は10ほどの言語からなる．Ikegami（1974）によれば，主に音韻対応の

面から，ツングース諸語は以下のように分類される．II群にはさらに中国領で話され

るヘジェ語（Hz）が，　Iv群にもやはり中国領で話されるシベ語（si）が分類されると考えら

れる．本稿で扱う言語には下線・太字を施した．

1群　　工ウェン語，エウェンキー語，ソロン語，ネギダル語

II群　ウデへ語，オロチ語

III群　ナーナイ語，ウルチャ語，ウイルタ語

IV群　満州語，女真語

　本稿では，まずコンサルタントの協力を得ることができたソロン語について，本特

集の他の言語に合わせたアンケートの結果を提示する．その後，1群ではエウェン語，

II群ではウデへ語，　III群ではナーナイ語，　IV群では満洲語について，筆者が現地調査

で収集したテキスト資料から判断できる受身の状況や，先行研究の記述をまとめるこ

とにする．

　なおツングース諸語は，類型的にみて日本語にもよく似たタイプの言語で，もっぱ

ら接尾辞による膠着型言語である．語順はHead－final，つまりSOVで修飾語一被修飾語

の語順をとる．日本語と大きく異なる点は，（1）満洲語などを除き，基本的に動詞の人

称変化があること，（2）大部分の言語（II，　III群の言語および1群の言語の多く）はHead

markingの所有構造（属格を持たず，所有者名詞は主格と同形で，被所有名詞が所有

人称接辞をとる）を持つこと，（3）否定動詞による否定構造を持つこと（1，II群の言語

とIII群の言語の一部），などである．アルタイ諸言語に共通してみられることである

が，母音調和を持つ（なお母音調和による異形態は基本的に省略した）．表記は基本的

にIPAをベースにした音素表記によるが，一音素一文字の原則などの理由から，次の

ような独自の音素表記も用いている：ξ［ts］，∫［由］，五［p］．
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2．ソロン語

　ソロン語は中国内蒙古自治区のホロンバイル地方に主に分布する言語で，生業は遊

牧である．中国では郡温克（さwenkさ）語（エウェンク語）と呼ばれている．ツングー

ス諸語の中では，言語・文化の両面でモンゴル語の影響をもっとも強く受けた言語で

ある．コンサルタントは現在東京外国語大学に留学中の学生で，　1974年に伊敏ソム

に生まれ，そこで育った女性である．

1）AはBに叩かれた

　a．Ilaan　ilgaa－dσ　mandaa－wu－saa．

　　人名　　人名一DAT　叩く一PASS－PAST

　　イラーンはイルガーに叩かれた．

b．Ilgaa　Ilaam－ba　　mandaa－saa．

　人名　　人名一ACC　　叩く一PAST

　イルガーはイラーンを叩いた．

　aが受身文，bは対応する能動文である．受身を示す接辞一wσは，母音語幹につく

時の形で，子音（非鼻音）語幹につく場合には一bu，鼻音語幹では一mσとなる．さ

らに母音調和があるため，－bu／－bu／－wσ／－wuのような異形態を示す．格枠組みに注目

すると，日本語同様，受身文では能動文の行為者が与格で現れている．なおツングー

ス諸語一般に，主格は明示的な形を持たない．またこの場合，動詞における三人称単

数主語の人称接辞も明示的な形を持たない．動作主および被動主が固有名詞でない例

文を示せば以下のようである．

c．bii　ma可I　nuxun－di－wI　　　　　　　mandaa－wσ一s一σ．

　私　女の　　年下の兄弟一DAT－POSS．REFL　叩く一PASS－PAST－1sg

　私は自分の妹に叩かれた．

　ここに現れている再帰人称接辞（－WI：POSS．REFL）は必ず主節の主語の人称と一致す

る．この点は以下で扱う文の構造の理解に重要な点であるので注意されたい．受動文

の特徴について，特に先の例文aと変わるところはない．
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ツングース諸語の受身

2）AはBに足を踏まれた

　a．Ilaan　　Ilgaa－du　b∂ldiir－i－wi　　∂xi－wu－s∂∂．

　　人名　　人名一DAT　足一E－POSS．REFL　踏む一PASS－PAST

　　イラーンはイルガーに足を踏まれた．

b．11gaa　　Ilaa－nII　　b∂ldiir－w∂－n／b∂ldiir－du－n　　　　∂xi－see．

　人名　　人名一GEN　足一ACC－POSS．3sg／足一DAT－POSS．3sg　踏む一PAST

　イルガーはイラーンの足を／足に踏んだ．

　やはりaが受身文，bは対応する能動文である．このようにいわゆる間接受身の持

ち主の受身でも，直接受身同様に受身文を作ることが可能である．なお能動文におい

て，体の部分を示す名詞には対格も与格も可能であるという．固有名詞でない例文を

あげれば次のようである．

c．bii　axln－dl－wl　　　　beldiir－i－wi　　∂xi－wu－s－u．

　私兄一DAT－POSS．REFL足一E－POSS．REFL踏む一PASS－PAST－lsg

　私は自分の兄に自分の足を踏まれた．

3）AはBに財布を盗まれた

　a．bii　xub（a－dσ　piりkuusu－wi　　xσiXa－wu－s一σ．

　　私泥棒一DAT財布一POSS．REFL泥棒する一PASS－PAST－1sg

　　私は泥棒に自分の財布を盗まれた．

b．xσlxa　minii　piりkuusu－w　xubζa－saa．

　泥棒　　私．GEN　財布一ACC　　泥棒する一一PAST

　泥棒が私の財布を盗んだ．

　筆者はソロン語では体の部分ではない「持ち物」に関して，受身文は成立しないも

のと考えていたが，事実はそうではなかった．受身文において能動文の属格名詞が主

語に昇格しても，再帰人称接辞によって財布が主語のものであることが明示されてい

ることが，この構文を成立させている重要なポイントであると考えられる．
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4）昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．それでちっとも眠れなかった．

　a．　tiinug　dolbo　minii　ur∂1（－w∂1）　　　soりo一ξξ1，

　　昨日　　夜　　　私．GEN　子供（－Poss．1sg）　泣く一ANT．cvB

　　xondokkon＝k∂d　aasm－1－m　　　　∂－s－u　　　　ete－r．

　　少し＝PTCL　　　　眠る一E－SIM．CVB　NEG－PRS－lsg　できる一PTCP

　　昨日の夜，私の子供が泣いて，少しも眠ることができなかった．

　b．＊bii　ur∂1－di－wi　　　　　　soりo－wσ一s一σ．

　　私　子供一DAT－POSS．REFL　泣く一PASS－PAST－1sg

　　＊私は子供に泣かれた．

　このように自動詞からの受身は不可能で，能動文により表現することがわかる．意

味的によく似ている次のような文は可能であるというが，これは∂66i－「吠える」とい

う動詞が能動文で対格目的語をとるので，直接受身の文である．

　c．bii　nInD（ln－dI（－wI）　　a66i－wu－s－u．

　　私　　犬一DAT（－POSS．REFL）吠える一PASS－PAST－1sg

　　私は犬に吠えられた．

5）新しいビルが（Aによって）建てられた．

　a．ikkin　　　gud　Juu　　∂du　　　juu－s∂∂／Il－saa．

　　新しい高い家　ここに出る（建っ）－PAST／立つ一PAST

　　新しい高い家がここに建った．

　b．ikk㎞　　gσd　了uu－w　∂du　　了awσ一saa．

　　新しい　高い家一ACC　ここに　得る一PAST

　　新しい高い家をここに建てた．

　c．？？taj　aa　9σd　∫uu　xailan6aa－du　　ilσu－wu－saa．

　　　あの　高い家　　人名一DAT　　　立てる一PASS－PAST

　　？？あの高い家はハイランチャーに建てられた．
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ツングース諸語の受身

d．xailan6aa　tadu　　　gσd　Juu（－w）　　iluσ一saa／了awu－saa．

　人名　　　あそこに　高い家（－ACC）　立てる一PAST／得る一PAST

　ハイランチャーがあそこに高い家を建てた．

　xailanこaa（ハイランチャー）はソロンの人たちの英雄の名前である．　a，　bのように

能動文で言い表すのが普通であり，cのような受身文はかなりおかしいという．直接

受身ではあるが，やはりこのタイプの文での受身は容認度が低いようで，能動文が用

いられることがわかる．

6）カナダではフランス語が話されている．

　ソロンの居住域には，ロシアと国境を接している地域があるので，より身近なロシ

ア語についての文に変更した．

a．luuta－du　　　　xokko　　lσuta　　ug－ii　　　　　　　　∫IrJI＿ran．

　ロシアーDAT　皆　　　ロシア　言葉一INDF，ACC　話す一PRS

　ロシアでは皆ロシアの言葉を話している．

b．luuta－dσ　　　　xokko　　1σota」1　　　　∫Ir∬1－ldii－ran．

　ロシアーDAT　皆　　　ロシアーINS　話す一RECP－PRS

　ロシアでは皆ロシア語で互いに話している．

c．1σuta　　ug　　　naan　　olgoja－du　　　　∫In∫1－wσ一ran・

　ロシア　言葉　　も　　　オルグヤーDAT　話す一PASS－PRS

　ロシア語もオルグヤでは話されている（なおオルグヤはロシア国境に近い村の名

　前）．

d．luσta　　ug　　　olgoja－dσ　　　　naan　了1可1－wσ一ran・

　ロシア　言葉　　オルグヤーDAT　も　　　話す一PASS－PRS

　ロシア語はオルグヤでも話されている．

　ふつうa，bのような能動文を用いるという．しかし，なんらかの対比や強調により，

対象を主語にしたい場合，c，dのような受身文も用いられるという．
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7）財布が（Aに）盗まれた．

　a．piりkuusu－wi　　xσb（a－wσ一s一σ．

　　財布一POSS．REFL　泥棒する一PASS－PAST－lsg

　　　（自分の）財布が盗まれた（私は）．

　b．tajjaa　bit∂g　　xulxa－wσ一saa．

　　あの　　本　　　盗む一PASS－PAST

　　あの本が盗まれた（そこに置いてあった本で，誰のかわからない，その本につい

　　て話している場面での発話であるという）．

　c．tajjaa　bit∂g　xubζa－du　xub（a－wu－saa．

　　あの　　本　　　泥棒一DAT　盗む一PASS－PAST

　　あの本が泥棒に盗まれた．

　ソロン語の場合，aにみるように，対象物には所有人称接辞がつき，動詞にも主語

を示す人称接辞がつくので，これらの支えにより被影響者が特定できるシステムがあ

る．

　ただしbやcのように，はっきりとした被影響者が特定できないような場合でも受

身文が用いられるという．

8）壁にその絵が掛けられている．

　a．tajj　aa　dusee－du　nlrσgan／nlrugam－ba　　lox－soo．

　　その　　壁一DAT　　絵／絵一ACC　　　　　　掛ける一PAST

　　その壁に絵を掛けた．

　b．dusee－du　nlrσgan　　loxo－wo－saa．

　　壁一DAT絵　掛ける一PASS－PAST

　　壁に絵が掛けられた．

　c．tajjaa　nlrσgan　　dus∂∂－du　loxo－wσ一saa．

　　その絵　壁一DAT掛ける一PASS－PAST
　　その絵は壁に掛けられた．
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ツングース諸語の受身

d．tajj　aa　nlrogan　　dusθe－du　loxo－wo－taan

　その絵　壁一DAT掛ける一PASS－SIM．CVB

　その絵は壁に掛けられた状態で，ある．

bi〕i－r∂n．

いる／ある一PROG－・PRS

　ふつうこのような内容に対してはa，bのような能動文を用いるという．ただしc，　d

のような受身文も使えるという．このようなケースについては，やはり自然なテキス

トを多く収集し，それを成立させている前後の文脈を検討してゆくなど，帰納的な研

究が必要であろう．

g）AはBに／Bから愛されている．

　a．aw∂pke－s∂l　xa・laneaa－w　ajawσ（vづ1）－ran．

　　ソロンーPL　　人名一ACC　　愛する（－PROG）－PRS

　　ソロンの人々はハイランチャーを愛している．

b．xailan6aa∂w∂りk∂－s∂1－dσ　aal＝xad　　　∫oo－mσ一ran．

　人名　　　ソロンーPL－DAT　いつ＝PTcL　想い出す一PAss－PRs

　ハイランチャーはソロンの人々にいつでも想い出される．

c．eweりke－s∂l　xailanξaa－w　aal＝xad　　　Joon－on．

　ソロンーPL　　人名一ACC　　いつ＝PTCL　想い出す一PRS

　ソロンの人々はハイランチャーをいつも想い出す．

　ここでもa，cのような能動文による表現がふつうであるという．しかし「いつでも」

などのある種の強調語句がある場合に，bのような受身文も使用可能であるという．

10）AはBに／から「＿」と言われた．

　a．minii　∂nin－b∂l　　min∂w，　‘」∂∂m－i　　ga一どξi

　　私．GEN母一POSS．1sg　私ACC　　物一IND．ACC　買う一ANT．CVB

　　私の母が私に，「買い物に行って来て，」と言った．

　　　！1　　　　　　　　　　v
白me’X∂，　gun’C∂∂・

来る一IMP　言う一PAST
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b．bii　∂nin－di－wi，　　　　‘3∂∂m－i　　　ga－6ξi　　　　　∂m∂－xe，”　guりk∂n

　私母一DAT－POSS．REFL物一IND．ACC買う一ANT．CVB来る一IMPと

　9Uり“mu“S－U・

　ヨ　’　口っ一PASS－PAST－1sg

　私は母に，「買い物に行って来て，」と言われた．

　ここでもaのように能動文を用いることが普通であるが，bのような受身文も用い

ることができるという．

11）AさんはBさんに呼ばれて，今Bさんの部屋に行っています．

　　BさんがAさんを呼んで，Aさんは今Bさんの部屋に行っています．

　a．nadnaa　　naggaa－du　　aeri－・wu－66i，

　　人名　　　人名一一DAT　　呼ぶ一PASS－ANT．CVB

　　∂si　　（nagga－nII）　　∫uu－du－n　　　　　　　　nen－～三∂∂．

　　今（人名一GEN）家一DAT－POSS．3sg行く一PAST

　　ナドナーはナッガーに呼ばれて，今（ナッガーの）家に行っている．

b．？？naggaa　nadnaa－w　　∂∂ri－66i，

　　人名　　人名一一ACC　　呼ぶ一ANT．CVB

　∂si　nadnaa　　naggaa－nlI　　　　Juu－du－n　　　　　　　n∂n一ξ∂∂．

　今　ナドナー　ナッガー－GEN　家一DAT－POSS．3sg　行く一PAST

　？？ナッガーがナドナーを呼んで，今ナドナーはナッガーの家に行っている．

　この場合には，日本語と同じように，aの受身を用いた文がより自然である（わか

りやすい）という．やはり複文中では，節間で同じ主語を維持したほうがわかりやす

いということなのだろう．

　以上ソロン語における受身についてみてきた．以下でみるII群やIII群のツングース

諸語に比べて，受身の接辞の頻度は高く，その使用範囲もかなり広いものであること

が窺える．
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ッングース諸語の受身

3．エウェン語

　エウェン語は北東シベリアから北極海に向けて分布する言語で，カムチャッカ半島

などにも話者がいる．エウェン語の被害の文構造（adversative　construction）に関して

は，Malchukov（1993）に詳しい記述がある．この言語では被害の意味が生じる状況でな

ら，かなり自由に「受身」が作られる．以下の例文に見るように，自動詞の受身，持

ち主の受身などに相当する機能の構文が全て可能である．筆者自身も現地調査に基づ

き作成したテキストで自動詞からの受身などを確認している（風間2003）．以下の例

文はMalchukov（1995：21－24）より引用する（表記は一部変更している，グロスも筆者に

よる）．

12）　∂tik∂n　　　nugd∂－du　　maa－w－ra－n．

　　おじいさん　クマーDAT　　殺す一PASS－NONFUT－3sg

　　おじいさんはクマに殺された．

13）　？kupa　enin－di　　　　　　　　awa－w－ra－n．

　　　子供　母親一DAT．POSS．REFL　洗う一PASS－NONFUT－3sg

　　？子供は自分の母親に洗われた．

14）　kuOa　baa－mI　　　　　aw－Oa　　　　　∂nin－di

　　子供　　嫌がる一COND℃VB　洗う一NEG．CVB　母親一DAT．POSS．REFL

awa－W－ra－n，

洗う一PASS－NONFUT－3sg

子供は嫌がっていたが，自分の母親に洗われた．

15）　∂tik∂n　　　　（Imanra－dσ）Imana－w－ra－n．

　　おじいさん　（雪一一DAT）　　雪が降る一PASS－NONFUT－3sg

　　おじいさんは雪に降られる．

16）　bujusem　Oe　buju－m　　　　　Ila－w－ra－n．

　　猟師　　　　トナカイーACC　立っ一PASS－NONFUT－3sg

　　猟師はトナカイに立ち上がられてしまった．
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17）　mut　　　　　　arlsag－du　∂m∂－w－re－n．

　　私たち（INCL）　幽霊一DAT　来る一PASS－NONFUT－3sg

　　私たちは幽霊に来られた．

18）　hσli6an　　beedele－i　　　　ene－ie－w－re－n．

　　キツネ　　足一POSS．REFL．sg　怪我する一INCH－PASS－NONFUT－3sg

　　キツネは足を怪我してしまった（直訳：キツネは足を傷つけられた）．

19）　etiken　　　nugd∂－du　　gIaづ　　　　　　　maa－w－ra－n．

　　おじいさん　クマーDAT　　仲間一・POSS．REFL．sg　殺す一PASS－－NONFUT－3sg

　　おじいさんはクマに自分の仲間を殺された．

　12）のように，まず直接受身が成立する．しかし，中立的な状況，すなわち主語に何

らの被害も及ばないような状況では受身文は不自然に感じられる（13））．この場合，

文脈によって何らかの被害が生ずれば問題は無くなる（14））．自動詞からの受身が成

立する（15），16），17））．持ち主の受身も成立するが，これは体の部分だけでなく，他の

主体であってもかまわない（19））．ッングース諸語の中でも1群の言語，中でも特に

このエウェン語はきわめて広い受身の用法を持っている．これが後から発展してきた

ものなのか，それともツングース諸語の古い特徴を残しているのかについては，今後

の研究を侯たねばならない．

4．ウデへ語

　ウデへ語はロシア極東の沿海州に分布する．ウデへは狩猟民族である．ウデへ語に

は，日本語やエウェン語で用いられているような受身の形式はない．それらの言語で

受身を用いるような状況では，一般に能動文を用いて表現する．ただし，行為者が不

特定であるいくつかの状況では，非人称態と呼ばれるものが用いられる．その他に，

被動形動詞と呼ばれるものがある．ここではその二つについて実例を見ながら説明す

る．なお，以下にみる形動詞とは，日本語の古文の連体形に似た機能を果たす形式で

ある（すなわち，現代日本語の連体形に準体法（名詞的用法）の加わったような機能

を果たす形式である）．ウデへ語の例文は，風間（2004，2005）による．

　非人称態は一u一である．非人称態には現在形（－u－i）と未来形（－uJaoa）があるが，

過去形（＊－u－wa）はない．非人称態は広い意味を持っている．
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ツングース諸語の受身

20）適切な行為・当為「～すべき」：

　　　　　　．　　　　　　　　v　　ono　　　nlX∂－U－Je1〕9・

　　どう　する一IMPERS－FUT・PTCP

　　どうすべきか！？

21）　自発的行為：

　　mindu　　baηξala－u－i．

　　私．DAT　　蹴る一IMPERS－PRS．PTCP

　　私に蹴らせろ．

22）一般的，もしくは恒常的なできごと，適切な行為・当為「～すべき」：

　　diga－mi　　　　∂－u　　　　　malapta，　jeu．

　　食べる一SIM．CVB　NEG－IMPERS　尽きる　　何

　　食べても無くならない，何か［謎々］

　　odoo　mafa　waa－a－ma－ni　　　　　　　　e－u－i　　　　　　　　∫awa．

　　トラ　　祖父　　殺す一PAST．PTCP－ACC－POSS．3sg　NEG－IMPERS－PRS．PTCP取る

　　トラが獲ったものに手をつけてはならない．

23）可能（性）「～できる」：

　　∂i　odu　　j∂u＝d∂　　sa五a－wa－ni　　　　　　∂－u－i　　　　　　　　　waa．

　　今ここで何＝PTCL鳥の糞一ACC－POSS．3sg　N正G－IMPERS－PRSPTCP殺す

　　今日ここでは何もろくなものが獲れない．

24）受身：

　　n∂xuse，　ele∂　　nii－du　　waa－u－laga－mi　　　　　　　　　nix∂－i

　　妹　　　　もう　　人一DAT　　殺す一IMPERS－PURP．CVB－POSS．REFLする一PRS．PTCP

　　j∂u，　sii　　　　ut∂＝b∂d∂．

　　何おまえそんな＝PTCP

　　妹よ，もうすぐ人に殺されようとしているのか，おまえは，こんなふうに．

　さらに，ウデへ語には受動形動詞一sa（〈一ξa）がある．これはもっぱら名詞的に，文
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の補語として，もしくはコピュラ文の述語として用いられる．ただしこの形式の出現

頻度はあまり高いとはいえない．

25）　ini　m∂Ode　sii－s∂．

　　何　丸ごと剥ぐ一PASS．PTCP

　　　（皮だの）何だのを全部剥いであった．

　　∫auOa－wa　　　　ula－sa　　　　　　　bi－∂　　　　　　　　　　　gune－o．

　　コクチマスーACC漬ける一PASS．PTCP　いる／ある一PAST．PTCP　言う一PRS．IND

　　コクチマスを水に漬けてあったという．

　このように，受動形動詞一sAはもっぱら他動詞のみにつき，行為の結果として残っ

た物を示す．エウェンキー語およびネギダル語のもっとも一般的な動詞の過去形（一ξa

・・　－6aa）はこれと同源であると考えられる．

5．ナーナイ語

　ナーナイ語はロシア極東のアムール河中流域に分布する．ナーナイは漁労民族であ

る．ナーナイ語における状況はウデへ語におけるそれとよく似ている．受身と呼ぶに

ふさわしい形式はなく，動作主が不特定的である場合には非人称の表現が用いられる．

その形式は非人称形動詞現在一〇rI／－uri，非人称形動詞過去一〇xan／－ux∂nである．こ

れはさらに一〇－rI，－o－xanのように分析することも考えられるが，－o／－uはこれ以外の形

式を後ろに取ることがないため，もはや融合したものとして分析せずに扱う．その他

にウデへ語の一saに対応する一こaがあるが，かなり化石化しており，その生産性は限

られているようだ．

　しかし，さらにナーナイ語には，複文において主語不転換の機能で用いられる使役

の形式が，受身のような意味を実現することがある．以下では上記の三つの形式につ

いて順にみていく．

　まず非人称形動詞現在の用例をみよう．その機能はウデへ語で見たものとよく似て

いる．

26）適切な行為・当為「～すべき」：

　　xoonl　ta－orl．

　　どう　　する一IMPERS．PTCP・PRS
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ツングース諸語の受身

どうすべきか？

27）可能（性）「～できる」：

　　pikte－ji　　　　　baogo－orl＝m

　　子供一POSS．REF．sg　再会する一IMPERS．PTCP．PRS・PTCL

　　わが子に再び巡り会えるとは思っていなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ■

ec1∂　　　murClつ．

NEG．PAST　思、う一INF

28）受身：

　　aag－bI　　　　　xorIgo－orl－wa　　　　　　　　　g∂1∂－mi　　　　sopgo－1－nI．

　　兄一・POSS・REF・sg　救出される一IMPERS．PTCP．PRS－ACC求める一SIM．CVB泣く一PTCP．1）RS－3sg

　　　（彼女は）自分の兄が救出されることを求めて泣いている．

29）　目的・用途

　　naI－cI　pulsi－uri　　　　　　　　　　　　　　　　t∂tu∂－s∂1

　　人一DIR　行き来する一IMPERS．PTCP－PRS　服一PL

　　人の所に（お客に）行く時に（着るべき）服

　このように非人称形動詞はさまざまな意味で実現するが，その基本は動作主が不特

定的であるということに変わりはない．もっとも頻度が高いのは「適切な行為・当為

（～すべき）」の用法である．

　次に被動形動詞の一6aをみる．これはウデへ語の一saに比べ使用頻度が低く，かな

り固定化した語彙としてのみ用いられるもののようである．

30）　asI－nI　　　　nuktoうi　　　　paξi一とa－wa－ni　　　　　　ξaali．xa．nI．

　　妻POSS．3sg　髪一POSSREF．sg　編む一PAST．PTCP－ACC－3sg　切る一PASTPTCP－3sg

　　妻の髪が編んであった（編まれていた）のを（その夫は）切り落とした．

　最後に，主語不転換のために用いられる使役が受身的な意味で実現する場合につい

てみよう．まず，31）にみるように，－waanは使役を示す接辞である．31）は一般常識

的におかしな内容の文になっているが，コンサルタントに作成してもらったものであ

る．
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31）　tugd∂　tugde－we司一kim－bL　　　　　mii

　　雨　　　雨が降る一CAUS－PAST．PTCP－1sg　私

　　雨を降らせた．私は濡れてしまった．

6akpa－xam－bL

濡れる一PAST．PTCP－lsg

　しかし，従属節中にこの使役の接辞一waanを用いた場合（32））には，使役の意味

は無くなり，33）と同じような意味で実現するという．すなわち，ここで使役の形式は，

従属節と主節の主語を統一するために役立っているのであり，結果として受身のよう

な意味を実現していることになる．

32）　tugde　tugde－w∂∂n－d∂∂，　　　　　　　　　mii　6akpa－xam－bi．

　　雨　　　雨が降る一CAUS－ANT．CVB　　　　　私　　濡れる一PAST．PTCP－1sg

　　雨が降って，私は濡れてしまった／雨に降られて私は濡れてしまった．

　　　（ただし，直訳すれば「雨を降らせて私は濡れてしまった」）

33）　tugd∂　tugde－x∂－ni．　　　　　　　mii

　　雨雨が降る一PAST．PTCP－3sg私

　　雨が降った．私は濡れてしまった．

とakpa－xam－bi．

濡れる一PAST．PTCP－lsg

　このようなツングース諸語における使役の接辞の諸機能に関しては，風間（2002）も

参照されたい．

6．満洲語

　満洲語になるとさらに状況は変わる．津曲（2002：76）は，満洲語の一buは使役にも受

身にもなるとし，次のような例をあげている（グロスは筆者による）．

34）　kiyoo　　de　　te－fi　　　　　　　　jakUn

　　かご　　DAT座る一ANT．CVB　八

　　かごに座って八人に担がせて

niyalma　be　tukiye・－bu－fi

人　　　ACC担ぐ一CAUS／PASS－ANT．CVB

35）　sargan　　de　　eime－bu－mbi．

　　妻DAT嫌う一CAUS／PASS－IND．PRS

　　妻に嫌われる．
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ツングース諸語の受身

　どちらの意味かは文脈や自動詞か他動詞かによって，たいてい判断できる上に，一一

般に被使役者は対格の一be，受身の動作者は与位格の一deで示される（津曲2002：76）

と記述されている．ただし久保（1986）によれば，他動詞使役文では両方の格の例があ

り，やはり格だけではその意味を区別できないことが指摘されている．

　このように満洲語では使役と受身が同じ要素によって示されるが，これはモンゴル

語における状況とよく似ている．満洲語は全般にモンゴル語の影響を強く受けて成立

してきた言語であるので，この点もモンゴル語の影響によるものと考えられる．

7．おわりに

　以上，五つの言語にわたって，ツングース諸語における受身的な意味の実現につい

てみてきた．ソロン語およびエウェン語の受身の接辞一wσおよび一w，ウデへ語の非

人称態一u，ナーナイ語の非人称形動詞一〇（rl），満洲語の使役／受身一bu，の各要素は

同語源の要素である可能性が十分考えられる．しかしその機能（使用される範囲）は

互いに大きく異なっている．満洲語におけるその機能をモンゴル語からの影響とみた

場合，エウェン語などの受身らしい機能と，ウデへ語などの非人称的機能のどちらが

より古い機能を保持してきたと考えられるだろうか？　より系統的に離れたII群とIII

群に見出されることから，非人称的機能が本来的なものであったとみることもできよ

う．しかしこれは大きな問題であり，今後さらに慎重に検討してゆく必要がある．

　通時的展開はひとまず措くとしても，ツングース諸語では一つの語族内で，受身的

な意味の実現が言語によってさまざまなバリエーションを示していることがわかる．

これは通言語的に受身という現象を考える上でも非常に興味深いことであるといえる

だろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　略号・記号

＝付属語境界／1（1st　person）1人称／3（3「d　person）3人称／ACC（Accusative　case）対格／

ANT．CVB（Anterior　converb）先行副動詞／CAUS（Causative）使役／COND．CVB（Conditional

converb）条件副動詞／DAT（Dative　case）与格／E（Epenthetic　vowel）挿入母音／FUT（Future）

未来／GEN（Genitive　case）属格／IMP（Imperative　mood）命令法／IMPERS（lmpersonal

participle）非人称形動詞／INCH（Inchoative）開始アスペクト／INCL（Inclusive）1人称複数

包括形／IND（lndicative　mood）直説法／INDF．ACC（lndifinite　Accusative）不定対格／
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INF（lnfinitive）不定形／NEG（Negative　verb）否定動詞／NONFUT（NonfUture　tense）非未来／

PASS（Passive）受身／PAST（Past）過去／PL（Plural）複数／POSS（Possessive）所有人称／

PROG（Progressive　aspect）進行アスペクト／PRS（Present）現在／PTCL（Particle）付属語／

PTCP（Participle）形動詞／PURP．CVB（Purpose　converb）目的副動詞／REFL（Re且exive）再帰人

称／RECP（Reciprocal）相互／SIM．CVB（Simultaneous　converb）同時副動詞
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